
建設事業 千円

施設更新事業 千円

 簡易水道事業収益 千円

　　　第１項 営業収益 千円

　　　第２項 営業外収益 千円

 簡易水道事業費用 千円

　　　第１項 営業費用 千円

　　　第２項 営業外費用 千円

　　　第３項 予備費 千円

第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

　（１）給水件数 1,100 件

　（２）年間総給水量 529,000 ㎥

令 和 ５ 年 度 音 更 町 簡 易 水 道 事 業 会 計 予 算

　（総則）

第１条　令和５年度音更町簡易水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

　（業務の予定量）

　（収益的収入及び支出）

第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

　収　入

　　第１款 355,759

77,452

　（３）一日平均給水量 1,445 ㎥

　（４）主要な建設事業 46,000

278,645

50

278,307

　支　出

　　第１款 367,172

329,821

37,301
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　収　入

 資本的収入 千円

　　　第１項 企業債 千円

　　　第２項 一般会計出資金 千円

　支　出

 資本的支出 千円

　　　第１項 建設改良費 千円

　　　第２項 固定資産取得費 千円

　　　第３項 企業債償還金 千円

　　　第４項 予備費 千円

　（資本的収入及び支出）

第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額 105,118千円は、当年度分消費税

　及び地方消費税資本的収支調整額 28,069千円及び当年度分損益勘定留保資金 77,049千円で補てんするものとする。）。

　　第１款 520,764

328,739

489

　　第１款 415,646

305,800

109,846

　（企業債）

第５条　起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

起債の目的 限度額 起債の方法 利　率

191,486

50

償還の方法

簡易水道事業 305,800千円 証書借入

借入日の翌日から据置期間を含めて４０年

以内に元利均等その他の方法により償還す

る。ただし、財政上の都合等により繰上償

還し、又は本期間中に未償還額の範囲内に

おいて借り換えることができる。

ただし、利率見直し方式で借

り入れる資金について、利率

の見直しを行った後において

は、当該利率見直し後の利率

４％以内
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千円

　（他会計からの補助金）

第９条　簡易水道事業に助成するため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は98,394千円である。

第６条　一時借入金の限度額は、200,000千円と定める。

　（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第７条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

　（１）営業費用と営業外費用

　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第８条　次に掲げる経費については、これらの経費の金額を、これらの経費のうち他の経費の金額に、若しくはこれら以外の経費の金額に流用し、

　（一時借入金）

　又はこれら以外の経費をこれらの経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

　（１）職員給与費 25,504

　（たな卸資産の購入限度額）

第１０条　たな卸資産の購入限度額は、263千円と定める。
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